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教育委員会だより（１） 

『教育の振興に関する大綱』が策定されました！ 
 
 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一
部改正に伴い、教育行政について市長と教育委員会
が話し合う『総合教育会議』が設置され、平成 
27 年 12 月 18 日に本市の教育行政推進のため 
の指針となる大綱が策定されました。 

東金市教育の振興に関する大綱 
 

【基本理念】 
未来へつなぐ 

教育のまち東金の創造 
 

歴史と伝統のある私たちの東金。  
学校・家庭・地域が連携し、人を

思いやり、人と人とのつながりを大
切にする豊かな人間性を育みます。 
夢や希望の実現に向け、自ら学ぼ

うとする意欲をもって、心身ともに
健やかに、生涯にわたり学び続けら
れる機会の充実を図ります。 

 
【基本方針】 

 
【学校教育・家庭教育の柱】 
生きる力を育み、総合的な人間力
をもった子どもたちの育成 
 
【生涯学習・歴史文化の柱】 
生きがいをもって学び、ふるさと
に誇りをもてる人づくり 
 
【スポーツ振興の柱】 
健やかで活力に満ちたライフス
タイルの支援 

未来を生きるみなさんへ  
 

みなさんが住んでいる東金市は、歴史と伝
統のある市です。 
たくさんの先輩がみなさんの学校を卒業し

て、社会で活躍しています。 
私たちから、未来を生きるみなさんへ、夢

や希望を叶えてほしい、立派な大人になって
ほしい、そして幸せになってほしいとの願い
を込め、次のメッセージを贈ります。 

 
○ 家族や先生、見守ってくれている地域の
みなさんへの感謝の気持ちをもちましょ
う。 

○ 友だちを大切にしましょう。 

○ 悩んでいることや困っていることがあっ 
たら、先生や大人に相談しましょう。 

○ 将来どんな大人になりたいか、何をした

いかを考え、夢や希望をもって、毎日勉強や

運動に取り組みましょう。 

児
童
向
け
メ
ッ
セ
ー
ジ 

児
童
向
け
メ
ッ
セ
ー
ジ 

   

平
成
28
年
２
月
１１
日
（
祝
・
木
）
に
、

第
46
回
山
武
郡
市
民
駅
伝
競
走
大
会
が
、
山

武
市
蓮
沼
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
を
ス
タ
ー
ト
・

ゴ
ー
ル
地
点
と
す
る
山
武
市
蓮
沼
内
周
回
コ

ー
ス
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

冬
晴
れ
の
中
、
郡
内
３
市
３
町
の
代
表
選

手
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
東
金
市
は
前
半
コ

ー
ス
２
位
、
後
半
コ
ー
ス
２
位
、
総
合
部
門
で

準
優
勝
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

３
連
覇
は
逃
し
た
も
の
の
、
選
手
た
ち
の
力

強
い
走
り
に
大
変
感
動
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

       

 

 

郡
市
民
駅
伝
競
走
大
会
準
優
勝
！ 

準優勝を果たした東金市選手団 



 

  
 

鴇
嶺
小
学
校
音
楽
部
は
、
平
成

28

年
２
月

11
日
に
横
浜
み
な
と
み
ら
い

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
『
全
国
小
学
校

管
楽
器
合
奏
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
東
日

本
大
会
』
に
出
場
し
ま
し
た
。
千
葉

県
代
表
の
名
に
恥
じ
な
い
よ
う
「
練

習
し
て
き
た
こ
と
を
完
璧
に
、
そ
し

て
、
思
い
っ
き
り
」
を
合
言
葉
に
本

番
に
臨
み
ま
し
た
。 

 

今
ま
で
の
苦
し
か
っ
た
練
習
の
積

み
重
ね
を
心
の
支
え
に
し
て
、
み
ん

な
で
心
を
ひ
と
つ
に
す
れ
ば
大
丈
夫

と
励
ま
し
合
っ
て
い
く
う
ち
に
、
緊

張
が
自
信
に
変
わ
っ
て
い
く
の
を
感

じ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
に
な
い
大
き
な
ホ
ー
ル

で
の
演
奏
を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

こ
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か

ら
も
演
奏
技
能
だ
け
で
な
く
、
鴇
嶺

小
の
教
育
目
標
「
あ
い
さ
つ
・
返

事
・
歌
・
勉
強
」
を
し
っ
か
り
頑
張

れ
る
心
豊
か
な
児
童
の
育
成
を
目
指

し
て
教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。
今
後
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
【
音
楽
部
担
当 

藤
川
】 

                  

東
中
学
校
吹
奏
楽
部
は
、
平
成

28

年
１
月

24
日
に
栃
木
県
の
真
岡
市
民

会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
『
第

21
回
東
関
東
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ

ス
ト
』
に
出
場
し
、
金
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。 

 

今
回
も
打
楽
器
八
重
奏
と
い
う
編

成
で
グ
ラ
ス
テ
ィ
ル
作
曲
の
「
紅
蓮

の
斜
陽
～
８
人
の
打
楽
器
演
奏
者
の

た
め
に
～
」
を
演
奏
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
曲
は
幕
末
か
ら
明
治
維
新
に

か
け
て
活
躍
し
た
西
郷
隆
盛
が
明
治

政
府
に
不
満
を
も
つ
士
族
と
共
に
政 

府
軍
と
戦
い
、
最
後
に
自
決
し
た
と

い
う
西
南
戦
争
の
史
実
を
基
に
作
ら

れ
て
い
ま
す
。 

 

大
会
当
日
は
「
聴
い
て
く
だ
さ
る

方
に
戦
い
の
激
し
さ
や
悲
し
さ
が
伝

わ
る
よ
う
な
演
奏
を
！
」
を
合
言
葉

に
演
奏
し
ま
し
た
。 

 

翌
日
か
ら
は
次
の
夏
の
コ
ン
ク
ー

ル
に
向
け
て
の
練
習
を
は
じ
め
ま
し

た
。
今
年
も
新
入
生
に
た
く
さ
ん
入

部
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

東
金
市
の
皆
さ
ん
に
も
、
ぜ
ひ
聴

き
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

【
吹
奏
楽
部
顧
問 

田
中
】 

   

平
成
28
年
1
月
10
日
（
日
）
、
東

金
文
化
会
館
に
お
い
て
成
人
式
が
行

わ
れ
、
五
百
人
を
超
え
る
新
成
人
が

式
典
に
参
加
し
、
二
十
歳
の
門
出
を

祝
い
ま
し
た
。 

式
典
＆
記
念
事
業
の
企
画
運
営

は
、
例
年
新
成
人
に
よ
る
実
行
委
員

会
を
中
心
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
当
日
は
新
成
人
２
名
の
司
会
者

の
も
と
、
厳
か
に
式
典
が
進
め
ら

れ
、
そ
し
て
実
行
委
員
の
結
晶
作
品

「
５
年
前
の
私
た
ち
」
と
題
し
た
記

念
事
業
（
ス
ラ
イ
ド
・
ビ
デ
オ
レ
タ

ー
）
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

中
学
校
の
恩
師
に
も
ご
出
席
い
た

だ
き
、
久
し
ぶ
り
に
先
生
と
生
徒
と

の
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
よ
う
で
す
。 

   

 

教育委員会だより（２） 

平
成
二
十
八
年
成
人
式 

 

 

新成人による誓詞 

とっちー 
と記念撮影 

 

全
国
小
学
校
管
楽
器
合
奏 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
東
日
本
大
会 

東
日
本 

金賞を受賞した東中学校吹奏楽部 

 

東

関

東

ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

コ
ン
テ
ス
ト 

金

賞

受

賞 



    

平
成
27
年
11
月
16
日
、
千
葉
県

文
化
会
館
に
お
い
て
、
千
葉
県
学
校

教
育
関
係
顕
彰
受
賞
式
が
行
わ
れ
、

給
食
部
門
で
優
良
校
と
し
て
豊
成

小
学
校
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

豊
成
小
学
校
は
食
育
に
つ
い
て
、

平
成
26
年
山
武
地
区
学
校
給
食
会

の
研
究
発
表
校
で
あ
り
、
研
究
主
題

を
「
豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体
を
育

む
た
め
の
食
育
の
指
導
」
と
し
、
食

に
関
す
る
教
育
活
動
の
工
夫
と
日

常
の
給
食
指
導
を
通
し
て
研
究
を

進
め
て
き
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
平
成
27
年
６
月
24
日

に
開
催
さ
れ
た
「
食
に
関
す
る
指
導

事
業
・
地
区
別
研
究
協
議
会
」
に
お

い
て
、
山
武
・
長
生
・
夷
隅
地
区
の 

代
表
と
し
て
研
究 

の
成
果
を
発
表
し 

ま
し
た
。 

         

 

そ
の
実
績
が
認
め
ら
れ
「
平
成
27
年

度
千
葉
県
学
校
健
康
教
育
」
の
「
学

校
給
食
部
門
」
で
『
優
良
学
校
』
の

栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。 

今
後
も
給
食
を
通
し
て
健
康
教

育
を
意
識
し
た
食
育
指
導
の
よ
り

一
層
の
推
進
を
図
り
ま
す
。 

            
 

平
成
26
年
度
か
ら
３
ヵ
年
の
期

間
で
市
内
小
中
学
校
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
導
入
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

平
成
27
年
11
月
16
日
に
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
公
開
授
業
が
、

初
年
度
に
導
入
さ
れ
た
正
気
小
学

校
で
、
５
、
６
年
生
に
お
い
て
行
わ

れ
ま
し
た
。 

５
年
生
は
、
算
数
「
四
角
形
の
面

積
」
を
求
め
る
問
題
に
つ
い
て
、
６ 

年
生
は
、
国
語
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
本
を

作
っ
て
１
年
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

伝
え
よ
う
」
の
授
業
を
行
い
ま
し

た
。
授
業
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち

が
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
巧
み
に
操
作
し
、

楽
し
く
取
り
組
む
姿
が
う
か
が
え

ま
し
た
。 

ま
た
市
内
の
小
学
校
の
教
職
員

が
一
堂
に
会
し
、
研
修
を
深
め
る
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。 

             

正
気
小
学
校
は
平
成
26
、
27
年

度
の
２
年
間
、
「
千
葉
県
教
育
委
員

会
食
育
推
進
拠
点
校
」
の
指
定
を
受

け
「
食
育
」
に
つ
い
て
の
研
究
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

 

平
成
28
年
１
月
20
日
に
、
県
教

育
委
員
会
指
導
主
事
・
山
武
郡
市
の

小
中
学
校
長
、
栄
養
教
諭
、
栄
養
士
、

市
内
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
方
々 

に
参
観
い
た
だ
き
、
３
年
１
組
「
旬

の
野
菜
を
食
べ
よ
う
」
の
公
開
授
業

を
行
い
ま
し
た
。 

 

日
頃
、
学
級
活
動
や
、
給
食
時
に

お
い
て
「
食
」
に
関
す
る
指
導
を
行

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
給
食
や
家
庭
で

食
べ
て
い
る
食
材
や
献
立
に
も
興

味
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
食
育
は
、
家
庭
と
の
連
携
が
欠

か
せ
な
い
た
め
学
校
か
ら
給
食
に

関
す
る
情
報
を
発
信
し
た
こ
と
も

効
果
と
し
て
表
れ
ま
し
た
。 

子
ど
も
た
ち
や
家
庭
に
お
い
て

「
食
」
に
関
す
る
意
識
の
向
上
が
見

ら
れ
る
な
ど
、
大
変
有
意
義
な
授
業

で
し
た
。 

   

 

地
域
に
お
け
る
食
育
推
進
の

公
開
授
業
を
実
施
し
ま
し
た 

教育委員会だより（３） 

豊
成
小
学
校 

千
葉
県
学
校 

健
康
教
育
優
良
校
に
輝
く
！ 

 

 

 

 

普
段
口
に
す
る
清
涼
飲
料 

水
の
糖
分
含
有
量
の
検
証 

糖
度
計
で
の
計
測 

は
真
剣
そ
の
も
の 

全
校
で
取
り
組
ん
だ 

食
育
学
習
の
様
子 

身
体
に
優
し
い
豊
産 

豊
食
に
よ
る
健
康
給
食 

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
公
開

授
業
を
実
施
し
ま
し
た 

 

 



 
東
金
市
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど

も
た
ち
が
安
全
で
快
適
な
学
校
生
活

が
送
れ
る
よ
う
、
学
校
施
設
の
整
備

充
実
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

         

 

 

              

平
成

19
年
度
よ
り
小
中
学
校

の
校
舎
や
体
育
館
等
の
耐
震
補

強
工
事
を
実
施
し
平
成

27
年
度

に
完
了
し
ま
し
た
。 

   

 

    

※
そ
の
他
、
幼
稚
園
、
小
中
学
校

の
大
便
器
の
洋
式
化
と
合
わ
せ

て
、
明
る
く
き
れ
い
な
ト
イ
レ
へ

の
改
修
工
事
も
進
め
て
い
ま
す
。 

  

 

※ 教育委員会だよりは、年 3 回（6 月、11 月、3 月）の発行を予定しています。 

教育委員会だより（４） 

                                                  

 

 

                                                          

 
 
 
 
 
                                                           
                                                         

                                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長古川信幸 

正気小学校は、昭和５年３月に正気東尋常高等小学校を校舎合併に

伴う新校舎落成に際して、正気村立尋常高等小学校と改称し誕生しま

した。今年で創立８６周年を迎えます。 

平成２７年１０月１日現在、児童数は３６５名、学級数は１４学級

（特別支援学級２を含む）、教職員３０名が、学校教育目標の実現を

目指し、一丸となって日々の教育活動に取り組んでいます。 
 「チャレンジ正気っ子」を合言葉に、一人一人の児童がめあてを持

って学校行事や日常の教育活動で取り組んでいます。 

本校は、保護者や地域の皆様との結びつきをとても大切にしている学校です。 

朝の読書タイムでの読み聞かせボランティアをはじめ、総合的な学習の時間を中心に、外部人材

の活用、各種団体との交流も活発におこなっています。中でも６年生の総合的な学習の時間では、

「地域の伝統的文化に触れる」というねらいで、正気地区にある「紅会」さんから、日本刺繍の手ほ

どきを受けています。自分の卒業証書の筒に日本刺繍をし、作成した筒を手に卒業する姿は、本校

の特徴の一つです。また、防犯パトロール隊の方々には、毎日登下校の見守り活動をしていただい

ております。これからも保護者や地域の皆様との連携を深め、教職員が一丸となって、夢や目標に

向かってチャレンジする、人間性豊かで、たくましい正気の子どもの育成に努力してまいります。 

 

            
            
            
            
             
                       

 

第８回 正気小学校 
 

 

東
金
中
学
校
新
校
舎
の
完
成 

多様な学習や発表をサポートし、生徒 

・保護者・地域の核となる視聴覚室 東金中学校 新校舎 

【東金中学校新校舎の概要】 
 
・延床面積：６，８７１.38 ㎡ 
・構造：鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造４階建て 
・教室：普通教室１５室 
        特別支援教室 ２室 
・その他：多目的室３室、少人数 
教室、調理室、被服室、図書室、 
コンピュータ室、理科室３室、 
技術室、音楽室２室、美術室、 
視聴覚室 

・特殊設備：太陽光発電システム 

小
中
学
校
の
耐
震
補
強
工
事 

校舎ブレース(筋交い)や 
耐震壁により補強された 
城西小学校 


